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令和 2年度 事 業 報 告 書
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1 事業の成果

令和 2年度の事業について以下のとおり報告をいたします。

昨年は、新型コロナの影響で、当会の活動も大きく制約を受けましたが、その中でも、新型コロナ対

策を十分に行いつつ、できる限りのイベント実施等を行いました。

夏については、近隣の海水浴場が閉鎖される中、葛西海浜公園の海水浴や里海まつりをどうするか問

題となり、東京都港湾局、東京都公園協会と当会が何度も協議し、コロナ対策を十分に行った上で、里

海まつり(海水浴を含む)を行うこととなりました。このため、7月 19日 に安全祈願を行い、里海まつ

りを実施しましたが、ウイルスの再拡大に伴い東京都からイベント中止要請があり、 7月 末で里海まつ

りを中止せぎるを得なくなりました。

しかしながら、葛西海浜公園自体は閉鎖されないことから、水遊びに訪れる人々の安全管理の観点で

ライフセーバーによる「水遊び監視」が続けられるよう協議し、これを実行することとしました。

その結果、8月 30日 までの43日 間に亘る「里海まつり」と「水遊び」が無事に終了し、約 7万人

の人々が訪れました。これはこれまでの最高人数です。延べ557名 のスタッフー同、コロナ禍という

歴史的状況の中で行動することによって、普段通りの子供たちの笑顔に接することができた事に大変満

足し、行き場のない子供たちの為にも「やってよかった」と一同感じております。

秋になり、NPO漁師の活動として、 10月 16日 に西なぎさにおいて浅草海苔とワカメの養殖作業を

開始 し、 12月 27日 には、浅草海苔の一番摘みを行い、これを使った佃煮を作製 しました。

しかしながら、年も明けた 1月 7日 には風速 23mも の強風により、海苔養殖施設が被害を受け、そ

の後は、海苔すき体験用の海苔を収穫をするのがやっとの状態となりました。

ワカメについては、西側の施設においては大きな被害もありましたが、東側の施設は昨年のような盗

難もなく、たくさんのワカメが収穫され、海苔の収穫とあわせて、ブルーカーボンの吸収に寄与するこ

とができました。

海苔すき体験は、緊急事態宣言の中、公園管理者である東京都 と協議を重ね、試食を行わない等、コ

ロナ対策を十分に行った上で、 2月 7日 から3月 7日 までの毎週日曜 日に行いました。

本年は天候に恵まれ、予定していた 5回全てに海苔すき体験を実施することができました。これは当

会が葛西海浜公園で海苔すき体験を実施するようになってから初めてのことでした。

海苔すき体験には、開放的なスペースを求めて公園にやってきた人々、 1,269名が参加 し、会場は

大いに賑わいました。そして、海苔 。わかめ養殖と海苔すき体験においては延べ 268名 のスタッフの

皆様に活動を支えていただきました。

なお、 2月 28日 と3月 7日 は、コロナ対策として公園の駐車場が閉鎖となり、公園に訪れる方々が

大変少なくなりましたが、それでも多くの人たちが体験に参加 したことは、私たちの励みとなりました。



水質浄化を目指し、 5年目に突入した「里海・里山連携プロジェクトー竹ひび 1人 1本活動一」は、

383本分の寄付金をいただき、切り出した竹も約 300本寄付していただきました。

西なぎさのビーチクリーン活動については、コロナの影響のため中止しておりましたが、9月 から再

開、 11月 まで毎月第4日 曜日に実施し、56名が参加しました。

調査研究活動としては、東京湾水質一斉調査に参加 したほか、8月 に西なぎさの二枚貝生息定量調査

を行い、 1平米あたりわずかに3グラム、西なぎさ全体で 1ト ンに満たない量の二枚貝しか生息してい

ないことが推測されました。二枚貝増殖実験としては、ここ2年間に、カキ殻袋の設置と被覆網の設置

を行っていますが、思うような結果かが出ておりませんので、今後さらに検討を進め、結果を出すべく

研究して参ります。

東京湾再生センターの設立に関しては、昨年度も含め、東京都知事、関係部局に提案を行いました。

以上、令和 2年度の活動についてご報告する次第です。これらの活動が続けられるのも、関係する方々

の日頃の温かいご支援の賜物と深く感謝いたします。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【11,679】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

観光の振興を
図る事業

海水浴体験イベン ト
及び水遊び体験

。葛西海浜公園西なぎ
のほぼ全面

さ

7月 19日

～8月 30

日まで

葛西海浜

公園西な

ぎさ

延ベ

557人 東京都民

及び周辺

県民

約 7万人

10,510

里海まつ り・夏
・西なぎさの生物解説
・投網体験

7月 26日

(以 後 中

止 )

12人 120人

環境教育・
普及啓発事業

東京湾再生官民連携フォ
ーラム 3月 26日

オンライ
ン会議

1人 同上
約 2,500

万人

490

東京湾をきれいにするた
めの講演活動

9月 12日 新宿 1人
番町ライ
オンズ

クラブ
10人

東京湾の市民 。NPOの
ネットワーク活動 通年

海に学ぶ
体験活動
協議会

延ベ

3人

東京都民
及び周辺
県民

約 2,500
万人

z Dri*2t=tY
,-
荒川クリ
ーンエイ
ドフォー
ラム



定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

環境教育 :

普及啓発事業
里海まつ り。冬
(海苔すき体験)

2月 7日 、

14日 、21

日、28日

3月 7日

葛西海浜

公園管理

事務所テ

ラス

延ベ

146人

東京都民

及び周辺

県民

1,269人 前掲

調査研究 。研
究開発事業
調査研究・研
究開発事業

里海・里山連携プロジェ
ク ト
ー竹ひび 1人 1本活動一

通年
葛
公
ぎ

西海浜
園西な
‐■,

C

延ベ

35人

約 2,500
万人

679

ビーチクリーン活動
9月 ～ 11

月の第 4
日曜日

葛
公
ぎ

西海浜
園西な
‐■・
C

延ベ

56人

海苔・わかめ養殖

10月 16

日～3月

20 日

葛
公
ぎ

西海浜
園西な
‐■・
C

延ベ
122人

葛西海浜公園西なぎさ
水質調査
二枚貝生息量調査
カキ殻袋効果調査

8月 5日
8月 17日
9月 28日

同上
延 ベ

11人

(2)その他の事業   なし



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和 2年度 活動計算書

働 己饉 型浬 盪込 ら二盪速宜菱箋る実筐瑳髪こ

′lヽ 1計 合 計科 目 金   額

経 常 収 奎

680,000
1,408,000

tg田,0∞受取警資    :
.正会員受取会費等

賛助会員受取会費等

受取警締奎 :

受取寄附金
2

募金収入

2‐ 700.747

14,002,546
14,002:546
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993.900

13,064
139,452

下画
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印刷製本費
会議費

料数手
料
費

払
借
会

支
賃
諸

交際接待費
海水浴体験事業委託費

検査費
食糧費
燃料費

旅費交
消耗品

資材費
Tシャツ作製費

11.679L

1.199,480
1,199,480

13,753
376,044
135,866
15,016

212,420
256,261
44,251

1,200,000
59,795
68,922
21,200

3,000,000

5,403,0281

:、

「 16_100住 :.α)3

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
会議費
支払手数料
賃借料
交際接待費
保険料
租税公課

・‐
■ |||~‐IB:23ユ |

552.402A B

:1  0

・
 

・ ②

0
17.715.130
‐18:26■ :

139



書式第 15号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

盤農撻謳蝦国腿ム ふ生壇」壺整豊え :蟹董理週会

令和 2年度 貸借対照表

目 金  額 小計・合計

18,278,842
18,278澤翌

現金預金

0

2) ニニニニ__型
(31

【A】 資 産 合 計 ①+②

・
:  :     :|_`.

■■■―■二■‐■―

11,310
.|■ ,7~~・

可 T「 lilili:

"=‐ユニニ■
'―

|―中
=:二

ぶニニ

0
11 310

17,715,130

552,402

18,267,532

【B一

正 味 財 産 合 計

18,278,842【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】



16 28

令和 2年度  計算書類の注記

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)

によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

本年度は該当がありません。
(2)固定資産の減価償却の方法

本年度は該当がありません。
(3)引 当金の計上基準

本年度は該当がありません。
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

本年度は該当がありません。
(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

事 業 報 告 用

合計科 目

2,088,000
2,700,747
14,002,546

43.139

4,193,380

4.193.380

管理部門
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1,795,025
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0

0
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0

13,753
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３
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２
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389,108
135,866
154,468
230,950
263,769
46,874

1,289,100
25,000

305,184
10,271,550

194,263
97,570
10,707
44,440

476,646
49,280
13,753
21,200
68,922

14.088.650

3.535。 919

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

雑給
人件費計

(2)その他経費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
会議費
支払手数料
賃借料
諸会費
交際接待費
委託費
資材費
Tシャツ作製
燃料費
検査費
食糧費
什器備品費
法定福利費
租税公課
保険料
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



3 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

本年度は該当がありません。

4 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等はありませんでした。

Ｆ０ 固定資産の増減内訳
本年度は該当がありません。

０^ 借入金の増減内訳

本年度は該当がありません。

７

・ 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者 との取引は以下の通 りです。

只
） その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか

にするために必要な事項
事業費と管理費の按分方法
2つ以上の事業の事業費及び事業費と管理費に共通する経費は、従事割合に基づき按分しています。

その他の事業に係る資産の状況
なし

科 目
計算書類に

計上 された
冷 箱

内、役員と
の取引

内、近親者

及び支配法
人ルの■引

ｎ
Ｖ

ｎ
Ｚ

ハ
Ｕ

ｎ
ｖ

Ｏ
Ｚ

Ｕ^

ｎ
ｖ

″
‘

ｂ̈

父
）

ｒ
Ｄ

”ｒ

ｎ
Ｖ

Ａ
Ｖ

ｒｂ

４

２

９

95,853
30.000

550,000

550,000

(活動計算書)

賛助会員受取会費雪
受取寄附金
その他の寄附金
活動計算書計

(貸借対照表 )

該当なし



書式第 17号 (法第 28条関係 ) 事 業 報 告 用

盤定主賞型孟勤法人 墨金上衷隷壁2型超理蓋塗 .

令和 2年度 財産目録

307,698

862,058

16,612,577

496,509

現金預金

手元現金

三井住友銀行普通預金

三菱UFJ銀 行普通預金

郵便振替

ｎ
ｖ(1)有霧爾

1壼費産
・・・ :

有形固定資産計

ｎ

Ｖ

Ａ
Ｕ(2)無形固定資産

無形固定資産計
０

　

　

０^

(3)投資その他の資産           ・
・:

投資その他の資産計
ヒ姜虚合計 口・ 口② ・ |・ ■■__1:j: : :「_■1  :=:二 1=― ::

18,278,842【A】 資 産 合 計 ①+②

11.310

-1 の

11.310

0

ｎ

Ｖ

Ａ
Ｕ

0

3
ｎ
υ【B-1】 負 債 合 計 ③+④

18,267,532【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】

躍 : |=| || 金  額 ′Iヽ   計 合   計

18,278,842

ｎ

ｖ

ｎ
Ｖ

‥

2



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

生:起i墜:墾!墨iユニ&|ヨI建1上重二:壺!量iヱ!選1生:型1謹:当

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

M以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

И各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧 (1)

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1

⌒

鰻フ・監事
セキグチユウゾウ 2年 4月 1日

3年 3月 31日

年  月  日

年 月 日調口 雄 三

2 〇。監事セキグチシホ
同 上

年   月   日

年  月  日調口 枝芳

3
′
nヽ

鰹り 監事
｀ /

ホトダヒロシ
同  上

年  月 日

日年 月屎土田 洋史

4 O・監事
シバタタツフミ

同 上
年

年

月

月

日

日芝田 竜文

5 の
。監事

イシクラカツヒコ

同 上

年  月  日

年  月  日石倉 克彦

6 〔讐〉監事
イシハラ トモノブ

同 上
年

年

月

月

日

日石原 友延

７

１ (妻>監事
カンダヤスツグ

同 上
年 月

月

日

日年神田 康嗣

8 (寿〉監事
コバヤシタカジ

同  上
年  月  日

年  月  日」ヽ林 孝治

9
⌒

eっ
。監事

セキグチマサヒロ
同 上

年  月  日

年  月  日菊口 昌宏

10
′
~ヽ

電サ監事
ナカガワツヨシ

同 上
年

年

月

月

日

日中川 剛



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2 役員一覧 (2)

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

11 (霧>監事
ナカショウユウイチ 2年 4月 1日

3年 3月 31日

年 月

月

日

日年中正 雄一

12
(姜汁監事

ヤマモ トアキラ

同  上

年  月  日

年  月  日山本 章

13
ハ

理事・鴫監事 ノ
口` ′

エトウヨウイチ
同 上

年 月

月

日

日年江藤 洋一



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 ふるさと東京を考える実行委員会

氏   名 住 所 又 は 居 所

1
関口 政永

2 山口 忠子

3 松岡 暁子

4 廣町 富雄

5
稲山 雄一

6
大口 員司

7 平塚 良一

8 関口 保

9 浅野 道子

10 長山 秀文

11
安田 智

12 保戸田 満隆


